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AC-1370の 臨 床 的検 討

上 野 勝 則 ・山 根 至 二 ・真 下 啓 明

東京厚生年金病院内科

要 旨

新 しいβ-lactam系 抗生物質であるAC-1370を9例 に投与 し,臨 床的検討を行った。

呼吸器感染症6例 中:著 効1,有 効3,無 効1,中 止1で,急 性胆の う炎1例 は有効であったか,

尿路感染症1例 と敗血症1例 は無効であった。

投与量は1日1～2gで,1日 ～13日 間投与 した。

副作用は1例 に点滴静注後,嘔 吐がみられたが中止により,速 やかに軽快 した。

緒 言

AG1370は 味 の素(株)と持田製薬(株)で開発された注射用

cephalosporin剤 である。本剤はグラム陽性菌か らグラム

陰性菌に対し,幅 広いスペ クトルを持つが,特 に緑膿菌

を含むグラム陰性桿菌に対 し良好な抗菌力を示す。加 え

て本剤の特徴として,マ ウスの感染防御試験においてln

vitroの抗菌活性を上 まわる効果が示 されている1)。今回

内科領域の感染症に本剤を投与 し,臨 床的検討を行 った

ので報告する。

1.対 象 と投与方法

対象症例は,呼 吸器感染症6例(肺 炎5例,急 性気管

支炎1例),尿 路感染症1例,急 性胆のう炎1例 ,敗 血症

1例 の9例 である。年齢は51～84歳 で 男7例
,女2例 で

ある。詳細はTable1に 掲 げた。投与方法は1回1gを,

5%ブ ドウ糖ないし生理 食塩水100mlに 溶 解 し
,約30分

間で点滴静注 し,1日2回 朝 夕投与 した。投与期間は1

日から13日間 で,総 投与量は19か ら239で あ った
。

臨床効果の判定は,臨 床症状および臨床検査所 見の改

善を基準とし,本 剤投与により速やかに改善 を認め
,中

止後も再燃をみないものを「著効」
,明 らかに改善 を認め

たものを「有効」,改 善を認めても投与中止後,再 燃をみ

たものを「やや有効」
,改 善を認めないものを 「無効」と

判定した。

また本剤投与前後の起炎菌の消長をもとに細菌学的効

果を 「消失」,「減少」
,「 不変」,「菌交代」 と判定 した。

副作用は・自他覚的症状および尿
,血 液,肝,腎 機能の

検査から判定 した
。

II.成 績

臨床成績はTable1に 示す とお り,呼 吸器感染症6例

中,著 効1,有 効3,無 効1,中 止1で,急 性胆の う炎

1例 は有効であったが,尿 路感染症1例 と敗血症の1例

は無効であった。細菌学的効果は,呼 吸器感染症6例 の

うち,消 失1,不 明4,不 変1で,急 性胆の う炎例は不

明。尿路感染症例は消失,敗 血症の1例 は不明 であった。

次に個々の症例について述べ る。

症例1:男,73歳

マ クログロブ リン血症に合併 した肺 炎で1日2g点 滴

静注 し,翌 日には解熱 し,喀 痰胸部ラ音 も徐々に消失 し,

有 効 と判定 した。

症例2:男,51歳

1週 間以上つづ く39～40℃ の発熱のため 入院 した右上

葉の肺炎の症例である。本剤1日29を 点滴静注 し,第3

病 日には解熱 し,自 他覚的症状 も消失 した。

症例3:男,38歳

イ ンス リン依存性糖尿病に合併 した肺 炎である。喀痰

からのHinfluenzaeが 消失 し自他覚 的症状 も改善 し,

有効 と判定 した。

症状5:女,80歳

脳硬塞のため尿道カテーテル を留置 した ところ,腎 孟

腎炎を合併 した。尿中よ り、Pro.mirabilisが 検

出され,本 剤を1日296日 間投与 したところ,菌 は消失

したが解熱せ ず,CRPも 強 陽性 の ままで無効 と判定 し

た。

症状7:男,74歳

右 上葉の原発性肺ガ ンに合併 した左大葉性 肺炎であ

る。喀痰か らStr.faecalisとKlebsielleが 検 出 され,本 剤
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Table 1 Clinical results of  AC-1370

を1日2913日 間投与 したが,菌 が存続 し,自 他覚的症状

も改善せず,無 効 と判定 した。

IIL副 作 用

症例9に おいて点滴静注後,嘔 吐がみ られたが,本 剤

中止により速やかに消失 した。

IV.考 察

AG1370は 新 しいcephalosporin系 抗 生 剤で グラム

陽性菌か らグラム陰性菌に対 して幅広いスペ クトルを持

ち,か つin vitroよ りin vivoの 効 果 が優 れて いると

いった特徴 をそなえてお り,他 の β-lactam剤 にはこの

ような作用は認め られていない島3)。血中半減期は100分 前

後で,主 たる排泄臓器は腎で,尿 中回収率は24時 間 まで

に80%に 達 する。体内動態の面か らも各病巣への移行が

良好であるか,胆 汁排泄率は3%以 下 である4)。また特 に

問題になるような副作用は認め られていない。

今回9例 の内科領域の感染症に対 して本剤を投与 し,

臨床効果は著効1,有 効4,無 効3,不 明1で あった。

上記の特徴 をそなえていながら,尿 路感染症例は無効で

あったが,逆 に急性胆の う炎例は有効 であった。呼吸器

感染症では6例 の うち,著 効1,有 効3で あった。

副作用は1例 においてみ られたが,中 止後速やかに消

失 しており,全 体 としては安全性の高い薬剤である。症

例数が少ないが,呼 吸器感染症に対 しては有効性が高い

と思われ る。
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AC-1370, a new cephalosporin antibiotics, was administered parentally to 9 patients with various infec-

tious disease (pneumonia 5, acute bronchitis 1, acute pyelonephritis 1, acute cholecystitis 1 and sepsis 1).
The clinical efficacy was excellent in 1 case, good in 4 cases, poor in 3 cases, unknown in 1 case.

Vomiting was observed in 1 case but disappeared after withdrawal.


